
小規模企業景気動向調査  

[平成２４年７月期調査] 

～持ち直し傾向から悪化に転じ、先行きが見えない小規模企業景況～ 

2012 年 8 月 27 日 
全国商工会連合会 

＜調 査 概 要＞ 
調査対象：全国約300商工会の経営指導員 
調査時点：2012年7月末 
調査方法：対象商工会経営指導員による調査票への選択記入式 

＜産 業 全 体＞ ◇…前月の改善から全般的に悪化に転じ、先行きが見えない小規模企業景況…◇ 
7 月期の小規模企業景気動向調査では、産業全体の業況 DI（景気動向指数・前年同月比）は、▲29.7pt で前月

に比べ 2.6pt 悪化した。建設業の売上額は、前月の 10.1pt 改善から、一転して 4.5pt の悪化となった。企業の借入意
欲は低調で、設備投資の資金需要はほとんど無い。既存借入の借換や、小口の運転資金の需要が大半である。消
費税の増税問題、電気料金の値上げ、消費マインドの低下等、懸念材料は多く、先行きは依然として不透明である。 
＜製 造 業＞ ◇…原材料価格の高騰、受注の減少等が重なり、伸び悩む製造業…◇ 

製造業DIは、▲21.9ptと前月と比べ1.1ptの悪化となった。食料品関連では、原材料価格が上昇し、収益を圧迫し
ている。繊維関連は、工賃の低下や価格競争の影響で、売上は減少傾向にあるが、綿花等の仕入価格は安定してい
るため、採算の大幅な悪化は避けられている。欧州の金融不安や円高の影響を受け、機械・金属関連においては、生
産調整の動きがみられた。大手企業の会社清算による受注の激減や、リストラの影響を懸念する声も聞かれた。 
＜建 設 業＞ ◇…公共事業の減少に歯止めがかからず、低迷が続く建設業…◇ 

建設業DIは▲34.7ptで、前月から5.7pt悪化した。アパート建設や住宅の新築工事で一部動きがあるとともに、震
災復興工事は好調であった。それ以外の公共事業は依然減少傾向にあり、公共事業への依存度が高い企業は資
金繰りが悪化しており、また、請負単価が底値で推移しているため採算も厳しい。電気工事関連では、電線等の仕入
価格が上昇し採算が合わず、既存事業だけでは苦しいため、新たに太陽光発電パネルの設置工事に参入する企
業がみられた。今後、九州北部豪雨による災害復旧工事が見込まれる地域もあるが、全体的に低迷している。 
＜小 売 業＞ ◇…猛暑の恩恵を受け一部に明るい動きはあるが、依然厳しい小売業…◇ 

小売業 DI は▲36.9pt で、前月から 4.9pt 悪化した。衣料品関連は、前半の大雨の影響で、夏物の売上が減少し
た。食料品関連では、暑さの影響により野菜の仕入価格が高騰し、採算の悪化がみられる一方、飲料水の売上が
増加したところもあった。猛暑や節電に対する意識の高まりから、冷感パッド等、冷却関連商品の売上が伸びている。
人口の減少や高齢化の進行による消費の減少や、大手量販店への消費の流出等、小規模小売店を取巻く環境は
厳しく、経営者の高齢化を理由とした廃業の相談が増えているとの声も聞かれた。 
＜サービス業＞ ◇…レジャーシーズンを迎え一部業種は好調だが、持ち直し傾向には程遠いサービス業…◇  

サービス業 DI は、▲25.4pt と前月と比べ 1.1pt の改善となった。夏休みが始まり、宿泊業や観光業、キャンプ場や
ダイビング等のレジャー関連はいずれも好調であった。他方、九州北部豪雨の被災地とその周辺地域では、客足
が激減した。理美容業は、低価格店への顧客の流出に歯止めがかからず、経営が悪化している企業が多い。運送
業では、燃料価格はようやく安定したが、貨物量が減少して売上は伸び悩んでいる。クリーニング業は、家庭用洗
濯機の高性能化で家庭で洗濯する人が増えるなど、需要が減少している。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国商工会連合会 企業環境整備課 

〒100－0006 東京都千代田区有楽町1-7-1 有楽町電気ビル19F TEL：03-6268-0085 FAX：03-6268-0997 担当：小林  美香 

業 種
6月 7月 前月比 6月 7月 前月比 6月 7月 前月比

売上額 ▲ 23.6 ▲ 26.0 ▲ 2.4 ▲ 13.7 ▲ 17.1 ▲ 3.4 ▲ 20.2 ▲ 24.7 ▲ 4.5
採  算 ▲ 23.9 ▲ 25.5 ▲ 1.6 ▲ 18.2 ▲ 18.8 ▲ 0.6 ▲ 27.7 ▲ 33.3 ▲ 5.6

資金繰り ▲ 21.2 ▲ 24.7 ▲ 3.5 ▲ 15.9 ▲ 18.1 ▲ 2.2 ▲ 28.6 ▲ 37.0 ▲ 8.4
業  況 ▲ 27.1 ▲ 29.7 ▲ 2.6 ▲ 20.8 ▲ 21.9 ▲ 1.1 ▲ 29.0 ▲ 34.7 ▲ 5.7

業 種
6月 7月 前月比 6月 7月 前月比

売上額 ▲ 35.8 ▲ 35.4 0.4 ▲ 24.4 ▲ 26.9 ▲ 2.5
採  算 ▲ 28.8 ▲ 31.3 ▲ 2.5 ▲ 21.0 ▲ 18.4 2.6

資金繰り ▲ 25.1 ▲ 26.8 ▲ 1.7 ▲ 15.2 ▲ 16.9 ▲ 1.7
業  況 ▲ 32.0 ▲ 36.9 ▲ 4.9 ▲ 26.5 ▲ 25.4 1.1

産業全体 製造業 建設業

小売業 サービス業 注）DI（景気動向指数）は
各調査項目について、増加
（好転）企業割合から減少
（悪化）企業割合を差し引い
た値を示す。


